
令和７年度 授業改善推進プラン（課題分析と授業改善策）         学校番号２４ 練馬区立谷原中学校 

 課題分析 授業改善策 

国
語 

情報を正確に読み取る力と基礎学力（漢字や語

彙）に課題がある生徒が多い。また、根拠や理由を

示せず、自分の考えを文字に起こすことに抵抗があ

る生徒が多いため、文章表現が苦手である。 

語彙や漢字の学習の時間を増やし、小テストなど

で確認を行う。文章の要約や短文作成などの機会を

多く設ける。生徒自らが考えて書く学習活動を多く

取り入れ、表現の楽しさを学ばせる。 

社
会 

基本的・基礎的な知識の定着に差がある。また、

文章で答えたり、発表したりする際、自分の考えを

表現する力に課題がある。ICT機器を活用した対話的

な学びの機会をさらに増やしていくことが求められ

る。 

 授業冒頭の既習事項確認やグループワークを用い

た反復学習を促進する。オンラインドリルや補足動

画を活用して個別最適な学びを提供する。グループ

ワークの機会を増やし、アウトプットを通して理解

や思考力を伸ばす。 

数
学 

生徒間で習熟度の差が大きい。そのためコースご

とに生徒の実態に合わせて、一人ひとりに合ったき

め細かな指導が求められる。ICTの活用が限定的で、

生徒の視覚的理解を促し切れていない。 

 習熟度別課題やペア学習を通じて個別最適な学び

を促進する。ICT教材（動画など）を導入することで

視覚的な理解を支援し、主体的・対話的な学びを実

現する。 

理
科 

生徒間での既習事項の定着度に差がある。観察・

実験結果を統合的に考察する力や思考力が不足して

いる。思考力を必要とする活動に前向きになれない

生徒がいる。学習方法の調整を考える生徒が少な

い。 

ＩＣＴ機器を活用し、章末テストを増やすことで

演習の機会を増加させ、知識の定着度を向上させ

る。実験結果や考察に取り組む前に十分な準備を促

す。教え合いの活動を導入し、生徒間の理解の差を

縮める。 

音
楽 

音楽の特徴を捉えたり、言葉で表現しようとした

りすることに課題がある。また、発声の原理を明確

に理解し、実践することに課題がある。 

あらゆる分野の「良い音楽・良い演奏」を聴かせ

て、生徒の歌唱や演奏に取り入れてレベルアップさ

せる。また、合唱練習時や音楽鑑賞の態度、姿勢な

どの授業規律を守らせ、前向きに取り組めるように

する。 

美
術 

SNSの普及により、安易に画像やアイデア、手軽で

見栄えのする技法が入手できるため、他者の模倣に

終始し、オリジナリティーが希薄になる傾向にあ

る。 

アナログな手段での資料や情報収集の意義を理解

させ、自分で気付き、考え、独自の答えを出す創造

性を育む活動を充実させる。タブレットＰＣは使用

目的や効果的な使用タイミングの理解が深まるよう

にしていく。 

保
健
体
育 

令和7年度1学期の授業評価アンケートの結果など

から、タブレットPCなどのICT機器を効率よく活用す

ることができず、生徒の技能・理解度向上につなげ

ることができていないことが分かった。 

どの単元においてもタブレットPCを活用する機会

をつくる。また、「撮影して終わり」にならないよ

う、動画を通して自己の運動技能について理解し、

自己調整できるよう取り組ませる。 

技
術
・
家
庭 

【家庭科】ICT学習で作品製作の手順動画を制作した

が、分かる生徒が多くいる中でも中々理解が難しい

生徒がおり、来年度への課題となった。 

【技術科】ICT機器を使用した授業や実習の内容を提

示したが、理解している生徒が多くいる中でも、な

かなか理解が難しい生徒もいる。来年度への課題と

なった。 

【家庭科】分かりやすく内容を精選して、生徒が考

え答える過程をいれた授業展開を試みる。 

【技術科】ICT機器を使い、理解しやすく内容を精査

し、振り返り学習をしやすい環境をつくる。 

外
国
語
（
英
語
） 

各学年６割程度またはそれ以上の生徒が与えられ

た課題をこなし、着実に知識面の学びにつなげてい

る様子だが、目的・場面・状況に合わせて得た知識

を選択し活用する力が十分に育っているとは言い難

い。 

実践的な知識の活用を目指す授業目標を設定し、

指導と評価の一体化の考え方に基づいて授業プラン

を作成し実行していく。知識面での学習が進んでい

ない生徒についてはタブレットPCも活用して、自主

学習につなげる。 


